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　「ギャンブル依存症」と聞いてどんなイメージを思い浮かべますか？
　毎日ギャンブル漬けの生活を送っている人でしょうか。
　ギャンブルが大好きで、いつもギャンブルの話ばかりしている人でしょうか。
　実は、『ギャンブルが好きで毎日ギャンブルをしている人』が必ずしも、
ギャンブル依存症というわけではありません。
　単にギャンブルをやり過ぎたという話ではありません。では単なるギャンブル
マニアと依存症はどこが違うのでしょうか？
　本書では、4コママンガでわかりやすく「ギャンブル依存症」の症状をご紹介
します。
　是非「ギャンブル依存症」への理解を深めていただけましたら幸いです。

　ギャンブル依存症って？　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
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・定義
ギャンブル等依存症対策基本法によると「パチンコや公営競技のような賭け事
にのめりこむことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態」と
定義されています。

・症状
「賭けることを楽しむ」という当初の健全な動機が別の動機にすり替わることが
発症の引き金です。すり替わる動機としては次の４項目が挙げられます。

　①負けを取り戻す (負け追い )

　②より強い興奮を味わう

　③イライラ・ゆううつ感を解消する

　④賭けていると落ち着く

これらの動機には「楽しくなくなった ( 飽きた ) から止める」という自然の
歯止めが効きません。それゆえ遅かれ早かれ、

　⑤ギャンブルに関することが頭から離れない

　⑥上手に加減できない

というとらわれの状態に陥ります。その結果、

　⑦ギャンブル関連の嘘

　⑧大切な人間関係の危機

　⑨ギャンブルを原因とした借金

が生じます。

☆上記①～⑨の９項目は DSM5（アメリカ精神医学会作成診断基準）に対応
しています。

ギャンブル依存症って？
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証拠を隠す

　妻に内緒でギャンブルをしてい
ましたが、その証拠を持ち帰って
きてしまいました。
　そこへ、予定よりも早く妻が帰
宅。慌てて証拠を本棚に隠します
が、後日、妻に見つかってしまい
ます。

　なぜ隠すのでしょうか？本当に
楽しんでいるのならば、言い訳し
ながらでも、ギャンブルが自分に
とってどれほど必要かを家族に言
い続けるはずです。隠さず「ギャ
ンブルが自分にとって大切である
こと」をアピールすればいいわけ
です。
　もしかしたら「隠す」という行
為、特に発見される可能性のある
場所にあえて証拠物を隠す（置く）
ということは、本人自身にギャン
ブルを続ける自信がなくなってき
ているのかもしれません。本人自
身が「やりたいのか」あるいは「や
めたいのか」が分からなくなって
いるのでしょう。
　そうであるならば、本心は家族
にみつけてもらって止めてもらい
たいのかもしれません。

状態の解説

ポイント
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家族と口論になる

　またギャンブルに行こうとして
妻に注意され、身勝手な言い訳を
して喧嘩になってしまいます。
　毎回同じことの繰り返しで、喧
嘩になるため、子供にも呆れられ
ています。

　ギャンブルをすることが本当に
楽しいことであれば、「またギャ
ンブルでしょ」と非難がましく言
われても（たとえ罵られても）、「悪
いねーエヘヘ」とでも言いながら、
いそいそと出かければいいでしょ
う。
　少なくとも本気で口論する必要
はありません。ただ遅かれ早かれ
愛想はつかされるでしょうが…。
にもかかわらず、怒りながら「俺
の金で」や「仕事のストレスで」
などの言い訳を一生懸命してしま
うのは、自分自身も後ろめたさ、
いわゆる罪悪感があるからです。
　残念ながら、もうギャンブルを
心から楽しめなくなっているので
はないでしょうか？そうであれ
ば、そのことを受け入れなくては
いけません。

状態の解説

ポイント
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借りた金でギャンブルをする

　給料日になったら返すと約束し
て友人に借りたお金をギャンブル
につぎ込んでしまいます。
　結局、給料日にお金を返すこと
ができず、友人からの信用を無く
してしまいます。

　ギャンブルで負けることは単な
る金の損失に過ぎません。人間的
な価値や才能とは無関係です。
　しかし、損失の繰り返しは否が
応でも自己価値観の低下を招きま
す。この時、担保なしの「借り入
れ体験」は自分の価値が高められ
た錯覚を与えてくれます。このよ
うに「取り戻すための軍資金」な
どの理由付けをしつつも、借金の
本当の目的が自己の価値の確認行
為となっています。
　それゆえ借りた金自体に対する
有難みは乏しいので、湯水のよう
な無駄な使い方になってしまいま
す。
　口では「取り戻すため」と言い
ながらも、情報と確率論に基づい
た堅実かつ丁寧なギャンブルでは
ありません。

状態の解説

ポイント
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仕事をサボる

　ある日、会社からの電話で、い
つもの様に出勤したはずの夫が、
一昨日から病欠していることを知
らされ、驚く妻。
　その頃夫は、会社から連絡が来
ているとはつゆ知らず、ギャンブ
ルに興じています。

　このマンガのような初期の依存
段階、楽しいだけの熱中ギャンブ
ルの時期（「勝利の時期」）では、
色々と工夫をして仕事をサボるこ
とがあります。
　ただし、ギャンブルを続けるた
めには安定した収入が必要ですか
ら、仕事をサボってまですること
は実際多くはありません。むしろ
損失が表立ってくる時期（「負け
追い期」）になると、ギャンブル
で浪費していることの後ろめたさ
から、本業以外でも仕事をしてい
る場合もあります。
　しかし、予想やギャンブル計画
のことで頭がいっぱいで、仕事の
集中力を欠くことが多くなり、ミ
スが増えて、本来の能力が発揮で
きなくなっています。

状態の解説

ポイント
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ギャンブルによる借金を立て替える

　ギャンブルで多額の借金をし、
返済の目途が立たなくなってしま
います。追い詰められた息子は、
とうとう父親に打ち明けます。
　父親は、怒りながらも「今回だけ」
との約束で借金を立て替えます。
父親の気持ちをよそに、息子は借金
が無くなったことを喜んでいます。

　ギャンブルに限らず、親が借金
の肩代わりをすることは本人が社
会的解決能力を獲得するせっかく
のチャンスを奪う事になります。
　債権者、あるいは司法担当者に
相対して、きちんと謝罪し、妥協
点を探るという社会的成長の機会
を奪う事です。
　借金の肩代わりなどは過保護行
為以外何物でもありません。親の
役割は叱ることではなく、「きちん
と頭を下げるなどの対処したこと
を最大限に褒めること」です。それ
が大人になった子供への愛情です。
　どうしても心配ということであれ
ば、叱った後「甘やかして申し訳
ない」と子供にしっかり伝えてか
ら立替払いをしてあげてください。

状態の解説

ポイント
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家族の持ち物を売ってギャンブル代にする

　ある日、大切にしていたブラン
ド物のカバンが無くなっているこ
とに気付いた妻。
　その後も度々ものが無くなって
いることを不審に思っていました
が、ある夜、物音に目を覚まします。
　すると夫がギャンブルのために
自分の大切なものを物色する現場
を目撃してしまいます。

　家庭内窃盗に関しては、本人は
あまり自覚がありません。ギャン
ブルにのめり込んでいる人にとっ
ては手の届くところにある現金、
およびそれに類する物（換金可能
な物品、通帳等）を目にすること
はギャンブルの呼び水です。
　アルコール依存を抱えて断酒し
ている家族がいる家庭では無造作
に酒ビンを置くことはないと思い
ます。信用するかしないかの問題
ではなく、本人が葛藤で苦しまな
いための配慮が必要です。
　したがって、これらのものを本
人の目のつかない場所に保管して
おくのが本人への優しさです。

状態の解説

ポイント
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ギャンブルによって家族の心を傷つける

　子供のピアノの発表会に夫は後
で合流すると約束をします。
　予定の時間よりも早く着きそう
だったため、時間つぶしに入った
パチンコ屋で、思いがけずに大当
たり。
　約束の時間が迫っていますが、
それを守らずにパチンコを続け、
家族を悲しませてしまいます。

　「時間つぶし」の目的でギャン
ブルができる人は「当たりはずれ」
にはこだわらなくなったギャンブ
ラーに限られます。いわゆる熱の
冷めかけた方です。
　しかし、このマンガのようにの
めり込んでいる人は終了時間を決
めてギャンブルをすることは困難
です。止め時（勝ち逃げor 損切り）
は自分の都合ではなく、その時の
その場の流れで決まるからです。
　それゆえ予定のない完全な自由
時間でのみギャンブルをすべきで
す。そうでないと家族や周囲から
何の期待もされない存在になって
しまいます。

状態の解説

ポイント
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借金の取り立てにいつも悩まされる

　借金の取り立てに悩まされ、返
済のために、さらに別の金融機関
でお金を借りようとしますが、必
要な金額を借りられませんでし
た。
　困った挙げ句、そのお金を元手
にギャンブルで増やそうと思い立
ちます。

　一時的逃避を目的に、ギャンブ
ルを利用しています。返済能力を
超えた債務であることは本人も気
づいています。「清算できたらど
んなに楽だろう」と思っているで
しょうが、債務整理手続きに向け
て、今一歩が踏み出せません。
　それは羞恥心、あるいはプライ
ドのためでしょうか。ただ本当に
返済困難であるなら、恥じる必要
はありません。
　返済が滞ったことは借入時の判
断ミスかもしれませんが、人間的
価値とは無関係です。一切を隠さ
ず、債務整理手続きを司法書士等
の法律専門家に委ねましょう。
　お住まいの都道府県司法書士協
会等にお問い合わせください。

状態の解説

ポイント
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ギャンブルを辞めるという約束を守れない

　ギャンブルが原因で離婚を宣告
されてしまいます。
　何とか免れようとギャンブルを
辞める約束をし、一旦は危機を回
避しますが、後日、約束を破りギャ
ンブルを始めたことがバレて、愛
想を尽かされてしまいます。

　一般的に「○○をしない」とい
う約束は守りにくいものです。
　なぜなら「しない（してない）」
ことの確認は昼夜問わず監視が必
要だからです。現実的には不可能
です。
　更に、安易に何回でも口にでき
る言葉だけのことだからです。加
えて「できない理由」は「できる理由」
より見つけやすいものです。そして、
その結果、疑心暗鬼しかもたらし
ません。それよりも「○○をする」
という約束を増やしてゆきましょ
う。「家事を分担する」「休日には買
い物に付き合う」など、できるこ
とを前もって決めておくことです。
　信頼関係の回復は目に見えない
「してないこと」ではなく、目に見
える「したこと」で積み重ねるし
かありません。

状態の解説

ポイント
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ごまかしてギャンブル代を工面する

　給料日に夫から渡される金額が
少ないことを、妻は不審に思いま
すが、はぐらかされてしまいます。
　後日、夫が給料から抜いたお金
でギャンブルをしていることを突
き止めます。

　ギャンブルに関する無駄な出費
が増える一方で、日常生活では生
活必需品への出費を惜しむなど、
節約傾向も強まります。このよう
に「目の前の金銭の出入り」に対
する損失不安が強くなることで、
長期的な金銭のやり取り、すなわ
ち長期的な生活設計に関する認識
が乏しくなります。
　その結果、マンガのように「自
分の給料だから一時的に使っても
許される」という短絡的思考に陥
ります。家族を含めて多くの人の
支えによって仕事ができていると
いう視点の欠落です。このような
短絡的な金銭観念は「自分が集金
したお金だから、来月までは自由
にしてよい」という「横領」と本
質的に同じ発想です。

状態の解説

ポイント
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一般財団法人ギャンブル依存症予防回復支援センターは2017年6月30日にギャ
ンブル等依存症に係る調査研究、予防回復支援、情報提供等を行うことで、我が国
の公益増進に寄与することを目的として設立され、次の事業を行っています。
 ・ギャンブル等依存症に係る調査研究
 ・ギャンブル等依存症に係る予防回復支援
 ・ギャンブル等依存症に係る情報提供
 ・その他、当団体の目的に達成するために必要な事業
具体的には、24時間365日無料で相談を受け付けている「サポートコール」の運営、
一般・事業者向けのセミナー、研修会の開催を行っています。

まとめ
今回は、支援センターのサポートコールによくある相談の事例を中心に紹介しました。

支援センターについて

サポートコールについては、パチンコ・スロットや公営競技の他に、株やFXについて
も相談可能です。
また、最近はスマートフォンを使ったギャンブルのやりすぎに対する相談も増えてい
ます。ご心配事があれば、まずは一度、支援センターが運営しているサポートコール
☎0120-683-705（24時間365日通話料・相談料無料）にご相談することをお勧
めします。

支援センターのサポートコールに相談がある方の6～7割程度は、お金にまつわる内容
が含まれます。ギャンブル依存症でお金の問題にも不安のある方については、依存症そ
のものの治療や対処が必要ともなりますが、それと同時にお金の問題についても対処
しないと、なかなか思うように進まない場合もあります。

まずはサポートコールへご相談ください。カウンセラーとお話しいただいた上で、今後
の方針を決めていくのがよいでしょう。お金の管理や借金の返済方法などは、司法書士
等の法律の専門家の方にご相談いただいても良いかと思います。

今回のマンガは借金やお金に関わるお話が多かったように思いますが、実際にそう
いった相談が多いのでしょうか？

サポートコールへの相談は、どのジャンルのギャンブルに対してでも良いのでしょう
か？

ギャンブル依存症で借金の返済などに不安がある場合はどうしたら良いでしょう
か？
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サポートコールに電話をすると？

サポートコールにて案内した医療機関、施設等を利用された方で、受診・利用後に申請書を支援
センターへご提出いただいた方は、内容を確認後、指定された口座に「診察料・利用料」をお振
込み致します。
詳しくはサポートコール相談時にお問合せ下さい。

※

　サポートコールには、法律等で定められているギャンブル等（公営競技、
パチンコ・スロット）に関する相談のほか、宝くじ、スマホ（ソーシャルゲーム・
課金）、株、FX、オンラインカジノなど、様々な相談が寄せられています。
　また、ご本人はもちろんのこと、ご家族、ご友人の方からの相談も受け付けて
おります。　

サポートコールについて

臨床心理士などの資格を
持ったカウンセラーが、
ご相談をお聞きします

24時間・365日・無料支援センター
サポートコール

相談

相談

相談者に必要な情報や
アドバイス等を提供

医療機関（10～ 30％）

法テラスや弁護士会 等

精神保健福祉センター 等

その他、自助グループや相談者に必要な機関を紹介・案内

個別的具体的
アドバイス
→終了（70％）

70％ほどが、1度の相談で終了

相談者の最寄りの病院、
医療機関を案内 診察料・利用料

を負担！
初診含む3回まで ※借金問題などの、法律に

係る相談窓口を案内

カウンセリングルームは全国に 5カ所
（東京 3カ所、名古屋、大阪）

無料面談
カウンセリング
（1.2％）

2020年次入電数 約4,600 件

0
公営競技 パチンコ

・スロット
その他

1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000

2017年10月～2021年1月までの累計

相談対象の内訳（件）相談者の割合（％）

74.7

5.3

20

■ 本人　
■ 親族（親・子等）　
■ その他（友人等）

6660件

1819件2866件



ギャンブルの問題でお悩みなら・・・
一人で悩まず、まずは相談してみましょう。

どこに行けばわからない、とりあえず話を聞いてほしい
といった場合は、当センターサポートコールにご相談ください。

ギャンブル依存症予防　24時間
365日
相談無料

検  索

http://www.gaprsc.or.jp/

0120-683-705

保健・医療関係の機関
都道府県及び政令指定都市の精神保健福祉センター

保健所

GA日本インフォメーションセンター（当事者）

多重債務者向け相談窓口（各地方ブロックの財務局内）

一般社団法人ギャマノン日本サービスオフィス（家族・友人）
出典 :
消費者庁ウェブサイト

自助グループ

借金問題を相談する窓口
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